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■ 製造業 10%
■ 建設業 13%
■ 運輸業、郵便業 2%
■ 卸売業、小売業 8%
■ 金融業、保険業 9%

■ 不動産業 16%
■ 各種サービス 11%
■ その他 0%
■ 地方公共団体 5%
■ 個人 26%

貸出金業種別構成比
令和6年9月末

地域で最も
信用、信頼される
金融機関をめざして

　皆様には、平素より「西兵庫信用金庫」に格別のお引き立て
を賜り、心より厚くお礼申し上げます。当金庫は経営の透明性
を高めていくことが、お取引いただいているお客様や地域の
皆様方の信頼を得ることであると考え、令和6年度上半期の経
営について主な内容を開示することと致しました。今後ともよ
り一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　預金残高については、法人預金が増加し、令和６年９月末残高は 
５，４５７億円（前期末比９８億円、１．８％増）となりました。
　貸出金残高については、法人を中心に増加し、令和６年９月末残高
は２，２０４億円（前期末比１４億円、０．６％増）となりました。
　有価証券については、令和６年９月末残高は１，８５９億円（前期末比
１０億円、０．５％減）となりました。
　預け金については、令和６年９月末残高は１，６５８億円（前期末比８８
億円、５．６％増）となりました。

令和6年3月末 令和6年9月末
製造業 21,396 20,977
農業、林業 897 907
漁業 11 10
鉱業、採石業、砂利採取業 4 0
建設業 27,669 28,334
電気・ガス･熱供給・水道業 133 123
情報通信業 46 56
運輸業、郵便業 3,944 3,906
卸売業、小売業 17,716 18,162
金融業、保険業 17,768 19,764
不動産業 35,710 36,204
物品賃貸業 1,175 1,092
学術研究、専門・技術サービス業 825 1,006
宿泊業 987 1,044
飲食業 2,316 2,335
生活関連サービス業、娯楽業 3,510 3,205
教育、学習支援業 480 489
医療、福祉 6,769 6,583
その他のサービス 7,857 8,155

小　　　計 149,225 152,363
地方公共団体 11,959 10,450
個人 57,824 57,650

合　　　計 219,009 220,463

令和5年9月末
（半期）

令和6年9月末
（半期）

業務純益 950 884
実質業務純益 950 884
コア業務純益 1,136 1,162
コア業務純益（投資信託解約損益を除く） 1,135 1,154
経常利益 1,026 1,100
当期純利益 745 793

令和6年3月末 令和6年9月末
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,440 2,573
危険債権 7,601 7,566
要管理債権 288 285

（３ヶ月以上延滞債権） 137 51
（貸出条件緩和債権） 151 234
金融再生法開示債権計（A） 10,331 10,425

保全額（B） 10,050 10,143
担保・保証等（C） 7,206 7,395
貸倒引当金（D） 2,844 2,748

保全率（B）/（A） 97.29% 97.29%
引当率（D）/（（A）－（C）） 91.03% 90.68%

正常債権 211,047 213,229
総与信 221,378 223,655
不良債権比率 4.67% 4.66%

預金・貸出金・有価証券・預け金の状況

（百万円）

（末残）■ 貸出金　■ 有価証券　■ 預け金
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貸出金の内訳 （単位：百万円） 損益の状況 （単位：百万円）

金融再生法の債権区分（単位：百万円）

　金融機関の本業での収益力を示す業務純益は８億８千４百万円、
コア業務純益は１１億６千２百万円、経常利益は１１億円、当期純利
益は７億９千３百万円となりました。

　金融再生法に基づく不良債権残高は１０４億円となり、そのうち
１０１億円が担保・保証等及び引当金で保全されていますので、全
てが回収不能になるわけではありません。

(注)構成比は四捨五入して表示しております。

実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益



　「自己資本比率」は経営の健全性を示すもっとも重要な指標です。にししんの自己資本比率は、20.24％と国内基準の4％さらには、国際基
準の8％を大きく上回って推移しております。また、自己資本額におきましても474億円となり、自己資本の充実が図れました。

項目 令和6年3月末 令和6年9月末
イ．コア資本に係る基礎項目の額 46,759 47,547
ロ．コア資本に係る調整項目の額 54 52
ハ．自己資本の額[(イ)－(ロ)] 46,705 47,494
ニ．リスク・アセット等の合計額 229,384 234,625
自己資本比率[(ハ)／(ニ)] 20.36% 20.24%

自己資本比率（国内基準）

項目
令和6年3月末 令和6年9月末

リスク･アセット 所要自己資本額 リスク･アセット 所要自己資本額
イ．信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計 218,128 8,725 223,368 8,934
ロ．オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8%で除して得た額 11,256 450 11,256 450
ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 229,384 9,175 234,625 9,385

（注） １．所要自己資本の額＝リスクアセット×４％　　単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％
 ２．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナルリスク相当額を算定しています。

種類
令和6年3月末 令和6年9月末

貸借対照表
計上額（Ａ）

時価
（Ｂ）

差額
（Ｂ－Ａ）

貸借対照表
計上額（Ａ）

時価
（Ｂ）  

差額
（Ｂ－Ａ） 

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

国　 債 － － － － － －
地 方 債 599 616 17 578 590 12
社　 債 200 206 6 200 204 4
そ の 他 201 201 0 400 403 3
小　 計 1,000 1,024 23 1,178 1,198 19

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

国　 債 962 930 ▲ 32 963 903 ▲ 60
地 方 債 － － － － － －
社　 債 － － － － － －
そ の 他 1,374 1,366 ▲ 7 1,397 1,372 ▲ 24
小　 計 2,336 2,296 ▲ 40 2,360 2,276 ▲ 84

合　　　計 3,336 3,320 ▲ 16 3,539 3,474 ▲ 64

種類
令和6年3月末 令和6年9月末

貸借対照表
計上額（Ａ）  

取得原価
（Ｂ）

差額
（Ａ－Ｂ）

貸借対照表
計上額（Ａ）

取得原価
（Ｂ）

差額
（Ａ－Ｂ）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株　 式 2,742 1,693 1,048 2,330 1,515 815
債　 券 10,973 10,785 187 9,686 9,518 168

国　 債 2,155 2,081 73 1,286 1,249 36
地 方 債 2,585 2,535 49 2,094 2,061 32
社　 債 6,232 6,168 63 6,306 6,206 99

そ の 他 17,930 17,091 839 14,743 13,991 752
小　 計 31,645 29,570 2,074 26,759 25,024 1,735

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　 式 301 337 ▲ 36 400 452 ▲ 52
債　 券 104,534 111,730 ▲ 7,196 104,043 112,200 ▲ 8,158

国　 債 20,075 22,270 ▲ 2,194 18,887 21,368 ▲ 2,481
地 方 債 17,086 18,775 ▲ 1,688 16,884 18,847 ▲ 1,962
社　 債 67,372 70,685 ▲ 3,312 68,272 71,985 ▲ 3,712

そ の 他 47,717 52,417 ▲ 4,699 51,025 55,831 ▲ 4,678
小　 計 152,553 164,485 ▲ 11,932 155,468 168,483 ▲ 12,888

合　　　計 184,198 194,056 ▲ 9,857 182,227 193,507 ▲ 11,154

有価証券の時価情報 （単位：百万円）

自己資本の構成に関する事項

自己資本の充実度に関する事項

満期保有目的の債券

その他有価証券

令和6年3月末　貸借対照表計上額 令和6年9月末　貸借対照表計上額
 子会社・子法人等株式 10 10
 非上場株式 13 13
 組合出資金 2,761 2,761

合　　　計 2,785 2,785

市場価格のない株式等及び組合出資金

（単位：百万円） 



地域社会への貢献活動について
当金庫は、経営理念に掲げる「地域と共生し豊かなまちづくりに奉仕する」の実現に向けて、金融サービスだけでなく、

環境、文化、教育などあらゆる角度から、広く地域社会の活性化に取組んでおります。

地域貢献活動
ＣＳ（顧客満足）活動、地域の環境整備への貢献、地元企業への経営支援・交流活動を行っております。

店舗一覧・店外ATMコーナー
西播磨エリア 中播磨エリア

宍粟地区
本店営業部 〒671-2595 宍粟市山崎町山崎190 TEL.0790-62-2020
千種支店 〒671-3201 宍粟市千種町千草85 TEL.0790-76-2010
上野支店 〒671-4221 宍粟市波賀町上野208-9 TEL.0790-75-2010
一宮支店 〒671-4131 宍粟市一宮町安積1357-7 TEL.0790-72-0660

姫路地区
林田支店 〒679-4221 姫路市林田町林谷569-1 TEL.079-261-2222
安富支店 〒671-2401 姫路市安富町安志1127-4 TEL.0790-66-2400
姫路支店 〒670-0046 姫路市東雲町4丁目6-1 TEL.079-297-1210
姫路北支店 〒670-0074 姫路市御立西5丁目14-1 TEL.079-298-0221
高岡支店 〒670-0061 姫路市西今宿3丁目9-1 TEL.079-298-1151
勝原支店 〒671-1213 姫路市勝原区宮田171-1 TEL.079-274-2020
京口支店 〒670-0844 姫路市城東町野田1-7 TEL.079-223-2440
夢前支店 〒671-2103 姫路市夢前町前之庄1173-1 TEL.079-336-2345
姫路中央支店 〒672-8071 姫路市飾磨区構4丁目63-3 TEL.079-233-5200
飾磨支店 〒672-8038 姫路市飾磨区阿成鹿古265 TEL.079-235-2424
大津支店 〒671-1131 姫路市大津区天神町1丁目80 TEL.079-239-3300
別所支店 〒671-0221 姫路市別所町別所2丁目69-5 TEL.079-253-6226
網干支店 〒671-1252 姫路市網干区垣内東町151-2 TEL.079-272-2440

店外ＡＴＭコーナー（出張所名）
本店南口出張所 コープ田寺出張所
宍粟総合病院出張所 姫路赤十字病院出張所
宍粟市役所出張所 イオンモール姫路大津出張所
サキランド出張所 ツカザキ病院出張所

東播磨エリア
高砂・加古川・明石地区

高砂支店 〒676-0005 高砂市荒井町御旅2丁目10-2 TEL.079-443-1313
加古川支店 〒675-0031 加古川市加古川町北在家2237 TEL.079-424-2424
加古川北支店 〒675-0067 加古川市加古川町河原172-2 TEL.079-421-2424
別府支店 〒675-0123 加古川市別府町朝日町3-1 TEL.079-435-0088
土山支店 〒674-0074 明石市魚住町清水2362-187 TEL.078-942-1212

揖龍・佐用地区
新宮支店 〒679-4313 たつの市新宮町新宮769-1 TEL.0791-75-1315
太子支店 〒671-1561 揖保郡太子町鵤27-1 TEL.079-277-1881
龍野支店 〒679-4167 たつの市龍野町富永491-4 TEL.0791-62-2080
相生支店 〒678-0023 相生市向陽台6-4 TEL.0791-22-2488
佐用支店 〒679-5301 佐用郡佐用町佐用216-1 TEL.0790-82-0240

表紙中央のデザイン：美術作家　植田志保「大切をきずくもの」

一般財団法人「にししん地域振興財団」
にししん地域振興財団は、地域貢献の一環として当金庫が基金の全額を拠出して設立した財団です。

現在の基本財産は１億８千５百万円です。西播磨地域の振興・発展を図るために、様々な事業の助成を行っております。
コミュニティ活動に対する助成事業 青少年の健全活動への助成事業

宍粟市山崎町で納
涼夏祭り大会が開
催され、花火大会の
開始前に「ＬＥＤ ＳＫ
Ｙランタン」の打上
も行われました。

（2024年8月）

SDGsへの貢献
当金庫のSDGsの取組みの一環として、３つのテーマに取組んでおります。

①地域経済の持続的発展 ③環境保全への永続的な取組み②魅力ある地域社会づくりへの貢献

創業支援の取組み強化

「加古川創業支援ネットワー
ク」に加入するなど、当金庫の
営業エリアにて、新たなビジネ
ス展開をご検討されているお
客さまの創業支援のお手伝い
を行っています。

省エネ・地域パートナー
シップへの参加

経済産業省資源エネルギー
庁が立ち上げた「省エネ・地
域パートナーシップ」の取組み
に、パートナー金融機関として
参加しています。

事業承継
個別相談会の開催

事業承継相談会を兵庫県事業
承継・引継ぎ支援センターと
協力し開催。専門機関と共に
事業承継のお手伝いを行って
います。

大学生がＳＤＧｓ（持続可能な開発
目標）の取組みや商品・サービス
などを学生目線で企業に提案す
るために、各企業への視察訪問
並びにヒアリングを行った。

（2024年6月）
（2024年7月）

お客さまからお預
かりした定期預金
総額の0.025％（上
限100万円）を、当
金庫が負担して「ふ
るさとひょうご寄附
金」に寄附する取組
み

（2024年6月～）

次世代の若者への
積極的な助成・支
援を行っています。

（「宍粟市内の学校
関係への図書券寄
贈」2024年5月）

龍野北高等学
校の生徒作成
のショーウイン
ドウ展示

（2024年6月）

龍野北高等学
校の生徒作成
のショーウイン
ドウ展示

（2024年9月）


